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[bookmark: _GoBack]「材料試験技術」投稿票
	原稿種目
	記事番号
	講演希望
	原稿枚数

	
	(編集部記入)　　　　　　　　　
	
有　　　　　無

（該当しない方を削除してください。）
	本文　：　　　枚
　表　：　　　枚
　図　：　　　枚


種目：１．随想、２．解説、３．寄書、４．論文、５．技術資料、６．紹介、７．その他
＊和　文 （必須，講演者の氏名の前に○印をご記入ください。）
	題目　
	

	著者氏名
	会員資格
	所属先名
	所属先住所

	
	有　無
	
	〒



	
	有　無
	
	



	
	有　無
	
	



	
	有　無
	
	



	
	有　無
	
	




＊英　文　（必須）
	題目　
	

	著者氏名（フルネーム）
	所属先の英文公式名称
	所属先の都市名

	
	
	



	
	
	



	
	
	



	
	
	



	
	
	




和文要旨　（必須）
	題目
	


	著者名
	


	掲載号(編集部記入)
Vol.　　No.
	


	要旨(200字以内）






キーワード：




英文要旨　（3.寄書、4.論文以外は不要）
	英文要旨（200words以内）












Key words（5 words以内）：




· 査読者について、ご推薦の方がございましたら下記にご紹介ください。参考にさせていただきます。　　ただし、論文査読者は日本材料試験技術協会 編集部会が最終的に決定いたします。
	氏名
	
	メールアドレス
	

	所属
役職
	

	推薦理由
（もし、あれば）
	




＊	論文・寄書を投稿された著者は，以下の事項について承諾される場合には，署名をお願い致します．尚．承諾されない場合には，論文・寄書としては投稿資格が無いものとして処理致します．

「この投稿原稿の内容は，他の刊行物に未投稿の原著である．」

年　　月　　日　　著者(代表者)　　氏名　　　　　　　　　　　　

· PDFファイルに変換して、メールにて編集委員にご提出ください。


著作権譲渡契約書

　日本材料試験技術協会発行の論文等の著作権は，「材料試験技術投稿規定」の定めにより，協会に掲載最終原稿が届いた時点から当協会に移転いたします。これは、「材料試験技術」に掲載された原稿に対し他者が利用する際の利用許諾について、協会が行えるようにすること、あるいは日本材料試験技術協会が、新たに電子媒体での出版、記念号等への転載等を行う際の利便性を考慮したものです。特に掲載後年数がたった後の著者全員に利用許諾を得ることは非常に困難であり、これを協会側が行えるようにすることで当協会掲載原稿の利用促進を図ることが目的です。
　「材料試験技術投稿規程」に定めたとおり、著者が他誌等への転載を行う際には協会への事前承認無く転載を行うことが可能ですが、材料試験技術の出典を明記の上使用することが必要です。
　投稿原稿掲載にあたり、上記著作権に関する帰属を日本材料試験技術協会に譲渡いただくに当たり、下記書式に必要事項をご記入，ご署名のうえ，ご返送いただきたくお願い申し上げます．著作者が複数の場合は，著作者全員の合意を得たうえで代表者の署名をお願いいたします。


--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
以下に掲げる論文等の著作権を日本材料試験技術協会に移転することを承諾いたします．

表　題：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

著作者名（複数の場合，全員を記載のこと）：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所　属：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

掲載誌名：
　材料試験技術 Vol.　　(　　月号)　［掲載号が未定の場合は未記入のままで結構です］

　　　　年　　月　　日

署　名 著者全員から権限を委任された代表者

（住所）　　　　　　　　　　　　　　　　　

（所属）　　　　　　　　　　　　　　　　　

（氏名）　　　　　　　　　　　　　　　　　



· PDFファイルに変換して、メールにて編集委員にご提出ください。

